
 

 

精神障害者の交通運賃割引制度について国会審議を求める要望書 

 

今まで精神障害者は、障害者としての位置づけが曖昧なまま、障害

者の福祉サービス等について、身体・知的障害の方々と比べて同等で

はない取扱いが生じていました。 

そのような中で、東京都心身障害者医療費助成制度（マル障）につ

いては、平成 31 年１月から精神障害者保健福祉手帳 1 級の方も対象

となりました。 

同様の視点に鑑みると、障害者に対するサービスとして「交通運賃

割引制度」があり、ＪＲを始めとした全国の私鉄・船舶・高速道路な

どがほぼ割引の対象となっています。すでに身体・知的障害者はサー

ビスの対象となっておりますが、精神障害者はいまだに対象となって

いません。 

精神障害者には、障害年金が主な収入源で、金銭面に不安を抱えて

いるという方も多くいます。精神障害者が自立して地域で生活してい

くためには、ＪＲなどの交通機関の利用は無くてはならない必要なも

のです。 

この度、航空会社のＪＡＬグループが平成 30年 10月から、ＡＮＡ

グループが平成 31 年１月から、航空運賃の割引について、精神障害

者も適用の対象となりました。 

ＪＲを始めとした各鉄道会社・高速道路などの各社に対しても、精

神障害者が、身体・知的障害者と同じ取扱いとなることを望みます。 

よって、文京区議会は、政府及び国会に対し、精神障害者が安心し

て地域で生活できるように、精神障害者の交通運賃割引制度について

国会審議を行うことを要望します。 
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